
 

 

日本農芸化学会 

産学官交流 冬の小勉強会 in 広島 

ライフサイエンスからのバイオイノベーション。そのためには産

学官が連携し、知の連携を深めることが大切です。 

農芸化学会は常に実学を意識し、産学官連携を行ってきた学

会です。今回は、これまで実施してきた勉強会、交流会を全国に

広げて行こうという初の試みです。 

バイオイノベーションを目指した支援策、連携の現状、現場か

らのニーズなど、多様な視点から話題を提供して頂き、実のある

成果を生むための意見交流を目指しています。 

実学は農芸化学会の美学 

Program 
講 演 （15:30-17:35） 

バイオイノベーションを目指した競争的資金制度について 

 独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構 

 生物系特定産業技術研究支援センター 石川 清康 
 

産学官連携による清酒酵母ゲノムプロジェクト 

 独立行政法人酒類総合研究所 赤尾 健 
 

ウィスキー香気成分のストレス緩和作用 

 サントリー株式会社健康科学研究所 好田 裕史 

＊ 講演は全て仮題です。 

 

酒類総合研究所見学 （17:35-18:00） 

意見交換会  （18:00-20:00 酒類総合研究所 レセプションホール） 
＊各種酒類の官能評価方法について、醸造技術者によるレクチャーと実践を行います。 

主催 
日本農芸化学会 

産学官若手交流会 
助成 日本農芸化学会 
協力 独立行政法人酒類総合研究所 

連絡先 
 

岩 下 和 裕 
 

独立行政法人酒類総合研究所 
  
 〒739-0025 
 広島県東広島市鏡山 3-7-1 
 Tel: 082-420-0824 
 Fax: 082-420-0808 
 URL: http://www.nrib.go.jp 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雪舞う酒総研の時計台 

【産学官若手交流会メンバー】 

（50 音順） 

岩井伯隆（東工大・フロンティア

創造共同研究センター）、岩下

和裕（(独)酒総研）、小野寺秀

幸（協和発酵工業㈱・バイオフ

ロンティア研）、川崎寿（東京電

機大・工）、好田裕史（サントリー

㈱・健康科学研）、清水将年（住

友化学㈱・有機合成研）、城永

祐志（味の素㈱・発酵研）、新谷

尚弘（東北大院・農）、中尾嘉宏

（サントリー㈱・先進コア研）、新

美友章（名大院・生命農学）、野

尻秀昭（東大・生物生産工学研

究センター）、橋本義輝（筑大

院・生命環境）、升岡優太（アス

テラス製薬㈱・醗酵研）、村上

亮（三共㈱・探索研）、吉田信行

（奈良先端大・バイオ） 

開催日： 平成 19 年 2 月 16 日（金） 15 時 30 分～18 時 00 分  

  （受付開始：15:00～） 

場 所： 独立行政法人酒類総合研究所 大会議室（広島事務所） 

意見交換会： 18 時 00 分より 同研究所 レセプションホール 

勉強会参加費： 無料 意見交換会参加費： 3,000 円 

アクセス：http://www.nrib.go.jp/annai/syozaiti.htm 
東京方面からお越しの方は、空港から呉行きのリムジンバスで水源地前まで。 

＊意見交換会参加の方は、必ず公共交通機関をご利用下さい。 

今回は、酒類産業をより深く学んで頂くために、技術者による官能評価法のレクチャー

も用意いたしました。 

【申込方法】 下記の必要事項を記載の上、E-mail にてお申込み下さい。 

氏名、勤務先、所属、役職、連絡先（E-mail アドレス、電話番号） 

【申込先】「産」の方は、中尾嘉宏（サントリー㈱先進コア技術研究所、E-mail: 

Yoshihiro_Nakao@suntory.co.jp）､「学・官」の方は､岩下和裕（独立行政法

人酒類総合研究所 E-mail: iwashitact@nrib.go.jp）までお願いします。 

【申込締切】 2007 年 2 月 2 日（金） 必着 

【募集人数】 定員 50 名 


